
1 自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

　令和　４　年　１月　３０　日

※事業所の基本情報は、公表センターページで検索し、閲覧してください。（↓このURLをクリック） 【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

【評価機関概要（評価機関記入）】

　　令和　4年　　3月　　1日

○ ○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

60
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
(参考項目：29,30)

１．ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

１．ほぼ全ての家族等が　

51
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている

１．ほぼ全ての利用者が　

２．利用者の２/３くらいが

３．利用者の１/３くらいが

４．ほとんどいない

２．利用者の２/３くらいが ２．家族等の２/３くらいが　

３．利用者の１/３くらいが ３．家族等の１/３くらいが　

４．ほとんどいない ４．ほとんどできていない

４．ほとんどいない ４．ほとんどいない

59
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけて
いる
(参考項目：48)

１．ほぼ全ての利用者が　

66
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

１．ほぼ全ての利用者が　

２．利用者の２/３くらいが　 ２．利用者の２/３くらいが

58
利用者は、職員が支援することで生き生きし
た表情や姿がみられている
(参考項目：35,36)

１．ほぼ全ての利用者が　

65
職員は、活き活きと働けている
(参考項目：11,12)

１．ほぼ全ての職員が　

２．利用者の２/３くらいが　 ２．職員の２/３くらいが　

３．利用者の１/３くらいが ３．職員の１/３くらいが

３．利用者の１/３くらいが ３．利用者の１/３くらいが

４．ほとんどいない ４．ほとんどいない

２．利用者の２/３くらいが　 ２．少しずつ増えている

３．利用者の１/３くらいが ３．あまり増えていない

４．ほとんどいない ４．全くいない

３．たまにある　 ３．たまに

４．ほとんどない ４．ほとんどない

57
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る                                                   (参
考項目：37)

１．ほぼ全ての利用者が　

64

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
(参考項目：4)

１．大いに増えている

４．ほとんど掴んでいない ４．ほとんどできていない

56
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場
面がある
(参考項目：18,37)

１．毎日ある

63
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
(参考項目：2,20)

１．ほぼ毎日のように

２．数日に１回程度ある ２．数日に1回程度

55
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

１．ほぼ全ての利用者の

62

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
(参考項目：9,10,19)

１．ほぼ全ての家族と

２．利用者の２/３くらいの ２．家族の２/３くらいと

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/ 利用者との日頃の会話や行動から職員が気付いたことを気持ちシートに職員全員が記入し、そこから得られ
た一人ひとりの思いを大切にした介護計画を作成し、「できた喜びをお互いに感じ笑い声あふれる我が家」の
実現に向けて努力している。コロナ禍で外出が制限されているが、リハビリや運動、レクリエーション、手工芸
などの創作活動、おやつ作りなど頭と体を使ったリハビリを行い、心身機能の低下を防ぐ工夫を行っている。
運営推進会議では民生委員や家族が参加しているが通常の活動報告の他、ユニットごとに行っているケア
の状況や事例などわかりやすく紹介され、委員がグループホームや認知症について理解が深まり、意見を引
き出す効果もあり、地域に根差した事業所運営が行われている。

評価機関名 協同組合オール・・インワン

所在地

３．利用者の１/３くらいの ３．家族の１/３くらいと　

山形市桧町四丁目３－１０

訪問調査日 評価結果決定日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目No.1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項目
　　　　　　　　　　　取り組みの成果
↓該当するものに○印

項目
　　　　　　　　　　　取り組みの成果
↓該当するものに○印

　令和　4年　3月　14日

（ユニット名　　かたくり　　　　　　）

事業所番号 　　０６９１５０００６０

法人名 社会福祉法人　長井弘徳会 活気あふれる商業施設の中に当事業所はあります。新型コロナウイルスの影響により現在は以前のように
地域行事への参加や積極的な交流は出来ていない状況にありますが、今できることに力を入れ地域代表の
方を交えた避難訓練の実施や廃品回収への協力等を行ってきました。またホーム内では入居者の方々が
ホームの畑で育てた野菜や花等から季節を感じることが出来るように収穫した野菜で調理を行ったり、花を
飾って楽しめるようにしています。午前、午後とリハビリ体操やレクリェーション活動を行い、筋力の維持や転
倒防止に努めております。介護計画作成の際には全員でアセスメントを行う事でご本人様の思いに寄り添っ
たケアができるようまた職員個々のスキルアップに繋がるように努めております。

事業所名 グループホーム　リバーヒル長井館町

所在地 長井市館町南９-７２－１０

自己評価作成日 開設年月日 　平成　２６年　６　月　２　日

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/


グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

山形県地域密着型サービス　「１　自己評価及び外部評価（結果）」　 ※複数ユニットがある場合、外部評価結果は1ユニット目の評価結果票のみ記載します。

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念
を共有して実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

4 （3）

市福祉あんしん課職員、地域の代表の方として民
生委員、ご家族代表の方、ホーム職員で2ヶ月に１
回開催している。ホームの運営状況や入居者の様
子を報告するとともに認知症の方への支援のあり方
などを交えて伝えている。委員からは行政の動きや
地域の情報を伺うとともにホームへの要望や助言
等、意見交換が活発に行えるよう雰囲気づくりに努
めている。頂いた意見は会議録回覧やスタッフ会議
等でホーム職員に伝達し、サービスの向上に活かし
ている。

市職員や地区ごとの民生委員、家族代表をメン
バーとして2か月ごとに開催している。コロナ感
染拡大のために1回は書面開催となったが、そ
の他は通常とおり開催された。会議では入所者
の状況や活動報告、事故報告を行うとともに、
各ユニット主任が日頃の具体的な取り組みや事
例を報告することで、グループホームの特徴や
認知症ケアの実際について理解を深めていた
だくとともに、委員から意見を出しやすい雰囲気
づくりとなっている。また、委員から行政の情報
や地域の情報、意見をいただき、双方向的な会
議運営となっている。

2 （2）

コロナの影響で地域行事も中止が相次ぎ思うような
活動が出来ていない状況にある。今年度において
は子供会が行う廃品回収、さいとう焼きに協力参加
した。今後もコロナの状況を見ながら柔軟に対応し
ていく。

コロナ禍で地域との交流が困難な状況の中で
はあるが、子供会の廃品回収への協力やおさ
いとう焼きへの参加するとともに、火災訓練時に
（の）運営推進会議委員に参加してもらうなど、
これまでの地域との繋がりを継続するよう努力し
ている。

3
運営推進会議にてホームの運営状況や入居者の
日の生活の様子伝えながら認知症の方の支援のあ
り方などもお話している。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

1 （1）

令和元年度に理念の見直しを行い、各ユニットに自
分たちの目指すケアとして掲示して理念に添った関
わりができているかケース検討会などで確認してい
る。

事業所理念の実現に向けてユニットごとにケア
の目標を掲げ、目につきやすいところに掲示し
ている。特に介護計画の見直しに当たっては、
職員全員で気持ちシートを書き、アセスメントを
行い、利用者の状況を確認しながら、その人ら
しさを大切にしたケアにつながるよう努力してい
る。

2



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介
護予防サービス指定基準における禁止の対
象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、環境や利用者の状態を考慮しながら、玄
関に鍵をかけない工夫や、身体拘束をしな
いで過ごせるような工夫に取り組んでいる

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所内での虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

8

法人主催の研修にて権利擁護やコンプライアンス
の動画視聴を行った。また成年後見制度や日常生
活自立支援事業のリーフレットを職員に配布し、ど
のような制度なのか読み込みを行って理解を深めて
いる。

6 （5）

法人内の研修に参加し、他の職員へも資料を回覧
し、理解を深めている。更衣室には、身体拘束禁止
行為の明示をし、GHで身体拘束適正化委員会を
３ヶ月毎に会議を開催し、現在の状況を話し合い,
内容についてはスタッフ会議で全職員に周知徹底
できるようにしている。常に入居者１人ひとりの行動
を把握し、職員間で情報を共有したり、声がけや見
守りを行い、ご利用者様が生活しやすい環境作りを
心がけている。

身体拘束等の適正化のための指針を策定し、
読み合わせや研修会参加、復命の回覧等によ
り理解を深めている。身体拘束適正化委員会を
3か月ごとに開催し、センサーマットの必要性な
ど一人ひとりの事例を検討している。離設した
がる利用者には寄り添いながら声掛けや見守り
を行い安全の確保を図りながら、利用者が安心
して「ふつうの暮らし」を送れるような環境づくり
に努めている。

7

法人の研修会に参加した職員よりスタッフ会議にて
伝達研修を行ったり、資料を配布するなど、職員
各々が知識と理解の向上へと繋がるように働きかけ
ている。職員間でも入居者について相談しやすい
雰囲気づくりを心掛け虐待防止に努めている。

5 （4）

運営推進会議への参加協力頂き情報を得るととも
に、なにか不明な点や疑問点などが生じた場合は
市に連絡し連携を取るようにしている。また市の生
活支援員の訪問があり、ホームの実情を知って頂き
助言などを得られるようにしている。

市職員から運営推進会議に参加いただき、事
業所の状況を理解し、行政情報を提供していた
だいている。今年度後半から市の生活支援員
が感染状況を考慮しながら訪問しており事業所
の取り組みについて理解していただいている。
個別の課題については窓口に随時相談しなが
ら問題解決に向けて連携を図っている。

3



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

12

年に1回自己評価表を各職員が記入し、ホーム長と
の面談を行っている。また普段の会話の中から職員
の思いや意見などを汲み取るよう心がけている。職
員の努力を認め、苦手な部分については一緒にど
うのようにしていったらいいのかを考え各自が向上
できるような環境づくりに努めている。

13 （7）

所外研修や法人内の委員会主催の研修など、個々
の力量や向上心に添って参加を促している。また所
内研修を実施して職員のスキルアップやレベルアッ
プができるように取り組みを行っている。

管理者は、職員の自己評価やそれを踏まえた
面談で個人目標の達成状況等を把握し、力量
の把握や相談に当たっている。所内研修では
感染症・認知症ケア・身体拘束防止などについ
て職員が当番制で講師を務めている。また、法
人の研修、外部研修への参加、資格取得への
支援など、職員のスキルアップに繋がる研修を
確保している。

10 （6）

運営推進会議の中で「ご家族代表の方より、意見や
質問、要望を頂く時間を設けている。また法人にお
いては３年に1度アンケート調査を実施しており、ご
利用者様やご家族様の意見を頂いている。コロナ
禍で直接ご家族とお話する機会は少なかったが、
電話や受診時などでの会話の中からもご意見や要
望を伺うように努めている。

運営推進会議に家族代表から参加いただき意
見をいただいている。参加できない場合も文書
で意見をいただいたり、普段の面会時や通院
時には家族の意見や要望を聞くことを心掛けて
おり、意見を表しやすい関係が作られている。
法人で3年ごとに家族アンケートが実施され、意
見等をサービス向上につなげている。

11

毎月のスタッフ会議で意見や提案など職員間で話
し合い、サービスの質の向上へ繋げている。会議以
外でも気軽に相談できるような環境作りや口頭や申
し送りノートなども活用し情報共有に努めている。運
営に関しての悩みや方向性の確認などはエリア部
長やGH担当部長に相談助言を頂き必要時は管理
運営会議に反映されるようにしている。

9

入居が決定した際に事前に契約書・重要事項説明
書をご家族に渡し、内容確認をしていただき、入居
当日にも説明を行った上で不明な点等をご家族に
確認しながら署名捺印頂いている。

4



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支援
を見極め、他のサービス利用も含めた対応
に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

18

理念である「できた喜びをお互いに感じ笑い声あふ
れる我が家」念頭に職員一人ひとりが、入居者個々
とのよりよい関係を築けるように努めている。個々の
状態を把握し環境を整えながら、その人にとっての
笑い和み、望みある日々とは何かを考えながら共に
寄り添いながら信頼を築けるように心がけている。

16

ご家族様などが不安に思っている事や困っているこ
とに耳を傾け、安心して相談していただけるように努
めている。又、ご家族様との話し合いの中で今後の
方向性について一緒に考えながら要望等も組み入
れ、より良い関係を築いていけるように努めている。

17

ご本人様とご家族様との話し合いの中で、今ご本人
様が必要としている支援は何かを考え、穏やかに過
ごして頂けるような方向を見極める努力をしている。
入居に対して少しでも環境に馴染めるように思いを
伺いながら対応を心がけている。在宅生活のケアマ
ネとの連携を図りより良いサービスの提供を行って
いる。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

入居希望を受け自宅や施設へ訪問し、ご本人様の
困っている事や要望などを傾聴しご本人様の思い
を汲み取れるよう努めている。また、不安が軽減でき
るようにホームの見学や、ご家族様よりセンター方式
のシートを記入して頂き、ご本人様の希望や不安を
事前に把握し、入居する際には安心して入居できる
ように努めている。

14 (8)
コロナ禍で同業者との交流する機会は持てなかっ
た。今後コロナの状況を踏まえて実施していく。

法人内他のグループホームの管理者や、法人
のグループホーム担当者との間で、情報交換
や意見交換を行っている。

5



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、共
に本人を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

22

入院や退去された際はご家族様に確認しお見舞い
や面会に出かけ、本人の状態を確認している。今年
度はコロナウイルス感染症拡大防止のためできな
かった。退去されても不安やわからないことがあれ
ばいつでも相談できる体制を整えている。退去した
際に何かあれば連絡してほしい旨を伝えている。

20

コロナウイルス感染拡大防止のため、外出や面会の
制限を行いゆっくりと過ごす時間を設けることができ
なかった。親戚や知人からの手紙や写真等でつな
がりを図られていた。紅葉ドライブでは長井市内の
名所を周り懐かしいとの言葉も聞かれた。制限の中
でも馴染みの関係が途切れないように配慮してい
く。

21

個々の個性を活かしながら、円滑な関係が築けるよ
うに配慮している。また、より良い関係性が築けるよ
うに、食席にも配慮している。お茶会やレクレーショ
ンなどを通して、お互いの事を理解し認め会う関係
性が出来き、同席者同士で会話したり、手工芸など
を一緒に行うなど積極的にされている。ご利用者様
の間に職員も入り、会話の橋渡しを行い、ご利用者
様同士関わりやすいように努めている。

19

電話や季刊誌等を活用し、ホームでの様子を報告
している。コロナウイルス感染症拡大防止のため面
会の制限があるが予約制で対面での面会を実施し
ている。ご家族様と一緒にご利用者様の立場になっ
てより穏やかな生活が送れるように考え、理解を深
めるようにしている。また、変化があれば、都度電話
での報告を行い信頼関係を築けるように心がけてい
る。

6



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

27

ケアプランの実施状況や言葉・表情・心身の変化な
ど毎日記録し、情報共有に努めている。３ヶ月毎評
価し、実施状況の確認と見直しを行っている。ケア
の中での気付いた点などは、伝達用紙に記録し職
員間で情報を共有しながら、実践や見直しに活かし
ている。

25

ご利用者様の体調や、生活リズムに合わせながらレ
ク活動や作業を提供し、残存能力等の現状把握に
努めている。一日の過ごし方や生活リズムを把握
し、ちょっとした変化が見られた際には素早く気づく
ことが出来るように記録に残している。また、継続し
て観察ができるように申し送りで伝達したり、伝達用
紙を活用している。

26 （10）

センター方式C-1-2シートを職員全員で記入するこ
とで、ご利用者様が望んでいることは何かなど深く
理解し課題や思い・希望を汲み取ったケアプランの
作成してセンター方式シートから得られた情報をも
とに３ヶ月毎評価を行い、ご本人様・ご家族様の意
向を参考にご本人様の機能維持を図っている。必
要時は医療連携看護師や専門職にもアドバイスを
頂いている。

3か月ごとにモニタリングを行い、6か月で計画を
評価し見直しを図っている。介護計画は職員全
員で記入した気持シートから本人の思いをまと
め、担当者会議をで話し合い、家族の意向も聞
きながら、理念の「できた喜びをお互いに感じ
る」ことができるような計画となっている。

23 （9）

ご本人様・ご家族様の意向や思いを実現できるよう
に、日々の言動や行動を記録に残し、日々の介護
にあたっている。また、センター方式を活用し、ユ
ニット職員やご家族様からも記入していただき、
個々の気づきを職員間で共有し、ご本人様の思い
や意向の把握に努め介護を実践している。

一人ひとりの気持ち、やりたいことを大切にする
ことを重視して、生活歴や趣味、好きなこと等を
本人及び家族からの聞き取りで把握し、また、
利用者との普段の会話や行動から得た気付き
を職員全員が気持ちシートに記載して、本人の
思いや意向を実現できるよう支援している。

24

在宅生活中のケアマネージャーにお話をお聞きし
たり、ご家族様へセンター方式のシートの記入を依
頼し、これまでの生活環境、ご利用者様・ご家族様
の思い、生活歴や馴染みの暮らしなど状況把握に
努めている。わからないことがあれば、ご家族様へ
確認し、適切なケアを行えるようにしている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

7



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安
全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、かかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

○看護職員との協働

 介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

○入退院時の医療機関との協働

 利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、入院治療が必要な可能性
が生じた場合は、協力医療機関を含めた病
院関係者との関係づくりを行っている。

31

入院時には、必要な情報を医療機関へ提供し、ご
家族様へ説明し了解のもと主治医、ご家族様と職
員とで現在の状態を確認する場を設けている。ま
た、ご家族様からの連絡から情報を得ている。退院
時には必要な情報収集を行い、ご本人様・ご家族
様が安心できるように居室環境を見直し整えてい
る。電話等で病院との連携も密にとっている。

29 （11）

かかりつけ医への定期的な受診を行っている。日頃
の様子や心身の状態の変化など「受診時連絡表」
に記載し、主治医へ情報を提供し、主治医からの指
示を頂いている。ご家族様の付き添いが困難な場
合や書面ではうまく伝えることが出来ない時など、ご
家族様へ説明し、職員が同行し直接主治医へお伝
えしたり、適切な看護がうけられるようにしている。

従来からのかかりつけ医への定期受診を支援
している。通院時は「受診時連絡表」に日頃の
生活の状況や職員から主治医に聞きたいことを
記入し、主治医から診察結果や指示を記載し
ていただき、主治医・事業所・家族が情報を共
有できるようになっており、安心して医療が受け
られるよう工夫している。家族付き添いが原則と
しているが、必要に応じ職員の付き添いも行わ
れている。

30

医療連携看護師を配置し、週１回訪問し健康管理
に努めている。いつでもすぐに連絡が取れるように
医療連携看護師は専用の携帯電話を所持し、状態
の変化時は速やかに連絡をとり助言や適切な対応
ができるようにしている。

28

今年度はコロナウイルス感染症拡大防止のため、地
域行事への参加が難しい状況であった。サイトウ焼
きや資源回収などへ職員のみではあったが行うこと
ができた。自宅でも雑巾縫いをして寄付などされて
いたご利用者様もおり、今後地域への雑巾寄付な
ど再開できるように準備していきたい。

8



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

 重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合いを
行い、事業所でできることを十分に説明しな
がら方針を共有し、医療関係者等と共に
チームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定
期的に行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築い
ている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確
保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

36
お一人おひとりの個性を尊重し、希望や思いを汲み
取れるよう環境や状況を工夫しながら、自己決定で
きるように配慮している。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

35 （14）

常に、人生の先輩であること、個人の人権を尊重す
ることを意識しながら声がけや関わりを持って対応し
ている。ご利用者様の気持ちに寄り添ったけあを心
がけている。不適切な対応がないよう、日頃から職
員間で意識付けをし合ったり、スタッフ会議の際にも
尊厳やプライドに配慮した関わりが出来ているかな
どを話し合い確認し、ケアに努めている。

人生の先輩であることを意識し、本人が好きな
こと、できること等本人をよく知ることを大切に、
声掛けや関わりを持ち、不都合な対応がないか
などスタッフ会議で話し合いを行っている。介護
計画に本人の気持ちに寄り添った支援項目を
位置付け、人格の尊重に努めている。

33

毎月訓練の日を設けて実施している。マニュアルに
基づいて、訓練を行い実践力・対応力の向上に努
めている。また、マニュアルはすぐに確認できる場所
へ明示している。訓練の日に参加出来なかった職
員も反省などを確認して職員間で周知している。

34 （13）

年２回、消防署の指導のもと、訓練を実施している。
その際には、推進委員会の方にも参加して頂き
行っている。事業所独自でも、毎月訓練を行いマ
ニュアルの確認や見直しをおこなっている。

隣接する同法人施設と合わせて年2回、消防署
の指導のもと、火災訓練を実施している。訓練
には地域の運営推進会議委員の参加も得てい
る。防災計画、水害マニュアルも作成し、訓練
係を中心にマニュアルの確認、救急時の対応、
避難場所の確認など毎月行っている。

32 （12）

入居時に「重度化した場合の対応に係る指針」につ
いての説明と同意を得ている。医療連携看護師の
配置により看護ケアの体制を整えている。現在は対
象者はおられない。看取りに関するマニュアルの確
認と研修会を行い終末期のあり方をチームとして考
え対応できるようにしていく。

入居時から重度化にかかる指針について説明
し、家族の同意を得ている。身体状況の変化や
急変時等は、家族・主治医・医療連携看護師と
連携を図りながら方針を話しあい、情報共有し
ながら支援している。看取りに関するマニュアル
の整備、研修会の開催など、チームで終末期を
支援する体制づくりに努めている。

9



グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

40

お一人おひとりの状態や習慣、嗜好に合わせて食
事形態や食事量を変更しながら提供している。食事
摂取量・水分摂取量の観察が必要なご利用者様に
は、チェック表を使用したり、申し送りあ記録に残し
職員間で把握に努めている。食事がなかなか摂れ
ない方にはご希望の物をお出している。

41

毎食後、口腔ケアの声がけを行い実施して頂いて
いる。また、義歯洗浄剤を使用したり、コップや歯ブ
ラシの消毒を曜日を決めて毎週2回行っている。口
腔内の状態に留意し清潔保持に努めている。

38

洗面台の横にご本人様の洗面用具を準備し、毎日
個々の可能な範囲で整容を行っている。入浴後に
ご本人様できれいに髪を整えたり、化粧品を使用し
たいご利用者様に、日課に差し障りのない時間配
分で入浴にお誘いする等、職員間で情報共有し工
夫している。また、入浴前には着替えを職員と一緒
に選んで頂いている。男性の利用者様のひげ剃りも
ご自分でできるように手渡したり、剃り残しがあった
際は、お手伝いしながら剃られるように関わってい
る。

39 （15）

副菜は外部からの宅配を使用しているが、果物や
時節柄の副菜を手作りして季節を感じていらだける
ような工夫をしている。また、ご本人様の嚥下状態に
配慮しながら食事形態や摂取量を検討している。ご
利用者様と味噌汁の下準備や食器・お盆拭きなど
を一緒に行い、必ず謝意をお伝えしている。

副菜は外部の宅配を利用しているが、盛り付け
やみそ汁の準備など利用者と一緒に行い、家
庭的な食事になるよう努力している。季節の行
事食、パンやケーキのおやつ作り、畑で収穫し
た豆の活用によるじんだん作り、年忘れ会での
ちらし寿司の出前食等々、食事を楽しめるよう
に様々な工夫を行っている。

37

ご本人様の気持ちや体調、その日その日の希望に
合わせながらその人らしく過して頂けるよう、無理な
お誘いをすることなく、自室やフロアーで過して頂い
ている。入浴の際は、前もって声がけをし、気分が
乗らない時は、時間をずらしたり、翌日にずらした
り、ご本人様のペースで過して頂けるように環境に
配慮しながら関わっている。
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グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた
支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

 一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、事業所の都合だけで
曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に
応じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

46

職員２名で処方箋の確認をしながら薬分けを行って
いる。１週間分の薬を並べ、一覧表と照らし合わせ、
お一人おひとりの名前と個数を確認しながら毎回用
意している。また、内服時はご本人様の前で「名前」
「いつ内服するものか」を声に出し再確認してから内
服している。薬の変更時は訂正した一覧表の脇に
変更した薬がわかるように処方箋を掲示し、いつか
ら開始するのか、注意点、副作用などもわかる様に
している。体調の変化など留意し、記録に残し、次
回の受診に主治医へ報告しやすいように対応して
いる。

44 （17）

入浴前に事前に声がけをしている。ご本人様の体
調に合わせて午前中に行ったり、気が進まない際は
時間や日にちをずらしたりと変更している。入浴時
間にも注意し、常に情報共有を行っている。衣類の
準備、浴室への行き帰りや入浴中に会話をしたり楽
しみながら実施できるように工夫して支援している。

本人の希望や体調を考慮しながら週2回の入浴
を確保している。機械浴も整備され、身体状況
に合わせて適切な入浴ができるよう支援してい
る。入浴を嫌がる方には、タイミングを見計らっ
た声掛けや日程の変更などに配慮しながら、入
浴が楽しめるよう工夫している。

45

暑がりなご利用者様、寒がりなご利用者様の室温、
習慣としての室内灯の調光、乾燥肌や痒みのある
ご利用者様の湿度、お一人おひとりに合った居室
環境で快適に休んで頂けるように配慮している。ま
た、ご家族様にご協力頂き、寝具や家具、飾り物や
趣味の物など、ご本人様が慣れ親しんだものに囲ま
れて安心して頂けるように持参して頂いている。

42 （16）

排泄板を使用し、お一人おひとりの回数や便性、排
泄パターンを観察している。定時誘導を行ったり、
声がけのタイミングに配慮しながら自立支援に努め
ている。

排泄板を使用して適時の誘導に心掛け、排泄
の自立支援に努めている。困難事例は介護計
画に位置付け、職員で話し合い情報共有しな
がら声掛けし、気持ちよく暮らせるよう工夫して
いる。

43

排便状況を毎日確認している。リハビリ体操や体を
使ったレク活動を実施している。日頃からお茶会の
際は水分摂取の声がけをしながら飲み物にも変化
をつけている。また、乳製品やオリゴ糖入の手作りの
お茶菓子を召し上がって頂き、便秘予防に努めて
いる。
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グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々と協力し
ながら出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をして
いる

50

ご家族様と話がしたいとのご希望があった際はホー
ムより電話をさせて頂きご家族様にご協力頂いてい
る。携帯電話を持参しているご利用者様もおり、ご
家族様のご協力を得ながら使用方法や充電方法に
留意し、ご家族様との大切なひとときをもてるように
している。また、本年度よりオンライン面会を実施し
ており、ご家族様、ご親戚様・ご友人とのつながりが
途切れないように対応している。ご本人様へ届いた
郵便物はお渡しし、一緒に見せて頂いたり嬉しい思
いを共有させて頂いてる。郵便物の返信はスムーズ
に行えるように対応している。

48 （18）

今年度は２回目のワクチン接種が済んだ事や、コロ
ナウイルス感染症の経過が落ち着いてきた際は、法
人内の規制範囲内での活動を行った。外部との接
触がないようにバスハイクや好天時に個別にホーム
周辺の散策を行うなど、規制内でできることを工夫し
ながら行った。

コロナ禍で例年のような外出が制限されている
が、秋に紅葉ドライブを楽しむことができた。ま
た、近隣への散歩や通院時の家族との外出、
プランターへの水やりや中庭に出てティータイ
ムを楽しむなど、機会を逃さず戸外で楽しめる
ように工夫をしている。

49

現金を管理しているご利用者様はご家族様に金額
の確認をし職員間で把握している。入居者間での
現金授受などトラブルのないように、ご家族様にも都
度報告しながら注意している。現在はコロナウイルス
感染症拡大防止のため、買い物は行っていない。

47

家事の習慣があったご利用者様には食器拭きや洗
濯物たた、雑巾縫い等、塗り絵や手工芸が好きなご
利用者様には季節の塗り絵や室内装飾を他のご利
用者様とも一緒に行えるようにお願いしている。お
一人おひとりの得意分野を活かせるものを行いなが
ら、張り合いのある時間を過して頂けるように工夫し
ている。また、長時間にならないように配慮したり、
終了後は必ず感謝のお気持ちをお伝えしている。
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グループホームリバーヒル長井館町（かたくり　　）

実践状況
次のステップに向けて期待した

い内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激（音、光、色、広
さ、温度など）がないように配慮し、生活感や
季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような
居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みのも
のを活かして、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

54

各居室入り口には名前を明示し、ご本人様がわかり
やすいようにしている。また、明示しても迷ってしまう
ご利用者様には矢印をつけた案内表示を行ってい
る。自動で点灯・消灯するトイレには、トイレ内の扉
に説明し、混乱なくスムーズに排泄が行えるようにし
ている。洗面所にある個別の洗面かごは、ご本人様
のADLに合った配置にし必要な物を入れて自由に
使用できるようにしている。ホーム内の動線に障害
物のないよう留意しながら、自由に過して頂けるよう
に対応している。

52

居心地良く過して頂けるよう、食席の配置、入居者
同士の関係性を常に留意している。フロアーではお
一人おひとりが自由に好きなことを楽しめる時間が
取れるように、雑誌や本を準備したり、さりげなく見
守りをおこないながら場を工夫している。

53 （20）

各居室にはベッドとクローゼット、床頭台を備え付け
ている。枕や毛布等の寝具、椅子やボックス等の使
い慣れた家具等、馴染みの物を持参して頂き、少し
でも安心して過して頂けるように配慮している。ま
た、テレビ・CDラジカセを持参され、好きな番組を観
たり曲を聴いたりする時間や空間つくりを行いなが
ら、お一人おひとりに添った対応に工夫している。

馴染みの物を大切にし、以前の生活の延長と
なるよう配慮している。各居室にも加湿器を設
置して湿度管理を行っている。飾りなど工夫し
それぞれが思い思いに過ごせるように努めてい
る。

51 （19）

ご利用者様と職員がアイディアを出し合いながら協
力して制作した季節ごとの装飾を廊下やフロアーに
展示して楽しんで頂いている。室内空間は、毎日定
時に室温と湿度を確認記録し管理している。冬季間
はフロアーと各居室に加湿器を設置し湿度管理を
行っている。西日が差すフロアーのため、夏場は直
射日光が当たらないように配慮し、レースカーテン
やブラインドを活用してこまめに調節している。ホー
ム内が乱雑にならないように整理整頓に気をつけ、
定時清掃を行い、清潔保持を心がけている。

季節感のある装飾や利用者の思い入れのある
作品を飾っている。湿度・温度の適切な調整に
努め、また換気にも配慮して感染予防に努めな
がら快適な空間になるよう努力している。
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